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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

１団体名 長根連区自治協議会 

２事業名 長根連区高齢者特殊詐欺被害撲滅事業 

３事業実施 
結果 

長根連区では、後期高齢者が１２００名ほど、その内の４００名程度の方

が独居高齢者であります。また、その中でも２世帯混合世帯でもなく、 
相談者も近くにいない方が２００名ほどいると推定されました。 

そこで、特殊詐欺犯罪から守るべく、我々の出来る活動を計画・立案し、 
少しでも安心して暮らせる状況の確立・推進を目指す事を目的とし、事業を 
行いました。 

特殊詐欺撲滅を目指した注意喚起を行う方法を検討し、注意喚起チラシや 
電話機のそばに置ける注意喚起用三角ＰＯＰを作成し、配布を行う事としま

した。 
 
＜グッズの作成＞ 
☆配布時のスタッフ用ジャンパーを 

作成しました。                

    
☆注意喚起チラシは、瀬戸警察に依頼し入手し、 
 クリアファイルにオリジナルシールを貼り、  

セットしました。 
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☆三角ＰＯＰは長根小学校の児童に図案の募集をし、選考の上、 
作成しました。 

 
 
裏面は自治会

にて作成し、 
両面印刷。 
 
 

長根小学校の児童に感謝とお礼の会を実施しました。 
 優秀作品賞２名に感謝状を贈呈し、参加者全員の児童へお礼を渡し 

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜訪問・配布の実施＞ 
 ☆独居高齢者への配布は、長根連区民生委員児童委員の皆様へお願いし、 
  訪問・配布をして頂きました。 

（個人情報漏洩防止上、名簿の入手ができなかった為） 
  

☆高齢者夫婦世帯への配布も行いました。 対象者 70 名 
 長根第一クラブ・第二クラブにお願いをし、高齢者対象の誕生日会の 
 受付で配布させて頂きました。 
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 （長根連区サポーターの皆様、長根連区自治会役員の 16 名） 
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☆高齢者誕生日会にて配布後、特殊詐欺注意喚起の案内を行いました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 
■事業の成果 
１.独居高齢者に特殊詐欺撲滅、注意喚起の訪問活動が出来ました。 
 
２.地域の各種団体と活動の共有が出来ました。 
 
３.子供達から高齢者に至るまで、詐欺被害防止の注意喚起により啓蒙活動

情報の共有が出来ました。 
 
４.独居高齢者が挨拶できる隣人作りと、情報交換により被害防止に努める

必要性を徹底出来ました。 
 
５.防犯意識が高揚し、犯罪が起きにくい活動、町作りの一環となりました。 
 
■今後の課題 

 
１.高齢者対象の活動については、個人情報漏洩防止等により、情報の確認

が難しい為、情報収集出来る団体との共有化が必要であります。 
 
２.特殊詐欺の阻止には、常に新しい詐欺手法が考えられる為、活動につい

ては、継続して高齢者への積極的な注意喚起が必要であります。 
 
（２）今後の取り組み 
 
１.年間を通して、定期的にＰＲ機会を設けます。 
 
２.警察との情報交換を密にして、過去に発生した事例等をまとめて広報し

ます。 
 


